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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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福祉用具－固定形手すり 

Assistive products-Fixed type handrails and grab bars 

 
1 適用範囲 

この規格は，個人住宅，病院，リハビリテーションセンタなどを含む多数の者が利用する公共施設にお

いて，主として高齢者及び障害者が使用する，歩行及び種々動作を支援する固定形手すり（以下，固定形

手すりという。）について規定する。ただし，落下防止用手すりは除く。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 1415 高分子系建築材料の実験室光源による暴露試験方法 

JIS H 8602 アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化塗装複合皮膜 

JIS T 0102 福祉関連機器用語［支援機器部門］ 

JIS Z 8703 試験場所の標準状態 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS T 0102 によるほか，次による。 

3.1 

固定形手すり 

壁，床又は器物に，ねじ及び／又は接着によって固定する意図で設計された手すり。 

3.2 

リスク（risk） 

危害の発生確率及びその危害の程度の組合せ。 

3.3 

危害（harm） 

人の受ける身体的傷害若しくは健康傷害，又は財産若しくは環境の受ける害。 

3.4 

ハザード（hazard） 

危害の潜在的な源。 

3.5 

リスクマネジメント（risk management） 

リスクを識別し，リスクを最小限に抑える，除去するなど，リスクに対応し，管理する行為。 


